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研究成果の概要（和文）：本研究は、絵巻を中心とする古代・中世絵画の研究を、従来顧みられることのなかっ
た伝来や鑑賞歴といった作品の付属情報から捉え直そうとするものである。絵巻をはじめとする美術作品は、新
たな所蔵者や鑑賞者を得ることでその「価値」を増幅させ、今日まで伝来してきた。本研究はこれら美術の「価
値」形成 のプロセスの一端を、絵巻を中心課題として検証し、絵巻が日本文化史上果たした史的意義を考究す
ることを最終的な目標として設定した。

研究成果の概要（英文）：The present study approaches the research of pre-modern Japanese paintings, 
focusing to hand scrolls, from a non-conventional point of view employing various additional 
information surrounding pre-modern Japanese paintings, such as the history of its tradition or 
appreciation. Historically, the “value” of hand scrolls and other works of art has been amplified 
with every new owner and appreciator they have acquired. This study verifies the process of “
value” formation of works of art, focusing on hand scrolls, in order to consider the their 
historical significance in the cultural history of Japan.

研究分野： 日本美術史
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  １版

平成

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究においては、古代中世絵画の伝来に関する情報を網羅的に収集することが求められる。そのため、（1）
古代中世の文献資料に記載された絵巻関係資料の抜き出しとデータ化、（2）絵巻及び絵巻模本の調査、（3）絵
巻詞書のデータ化を精力的に進めた。収集データが膨大なため一般公開には至っていないが、将来的にはこうし
た蓄積データの公開を予定している。また、これらの成果の一部は東京国立博物館の特別展、特集展示等でも公
開した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
今日、私たちが眼にすることのできる美術作品が、多くの人々の存在を介して伝えられてき

たことは言うまでもない。美術作品の研究に際して、これら作品の伝来や鑑賞歴といった付属
情報は、作品の文化史的意味やモノをめぐる「評価」を跡付ける観点から、作品そのものと同
様の関心が払われてきた。だが、多くの絵巻研究においては、伝来や鑑賞歴に関わる議論が十
分に成されてきたとは言い難い。 
こうした研究状況のなか、代表者は「絵巻の〈伝来〉をめぐる総合的研究」（科学研究費補助

金若手研究（A）、H23～26 年度）と題した研究課題を設定し、研究を推進してきた。だが、
前近代の古記録などでは、絵巻とその他の媒体の絵画（掛幅、色紙、屏風、障壁画など）との
違いを時に明確にし得ないという問題があった。そのため、本研究では絵巻のみならず、広く
古代・中世絵画の情報収集をした上で、絵巻の特質を探るべく、研究対象を広げることとなっ
た。この方針転換により、より広範な古代・中世絵画の伝来情報の収集がかない、研究の広が
りと深化が期待された。 
 
２．研究の目的 
本研究は、絵巻を中心とした古代・中世絵画の「伝来」に着目するものである。絵画をはじ

めとする美術作品は、新たな所蔵者や鑑賞者を得ることでその「価値」を増幅させ、今日まで
伝来してきた。本研究はこれら美術の「価値」形成のプロセスの一端を、絵巻をはじめとする
古代・中世絵画を素材として解明することを最終的な目標として設定した。 
具体的には、絵巻をはじめとする古代・中世絵画の伝来情報を網羅的に収集することが大き

な目的である。これらの収集データは今後の美術史研究のみならず、文学・歴史学・宗教史等
隣接諸学にも還元しうるものであり、今後の文化史研究の一つの基盤として、大きな役割を担
うことになると思われる。 
 
３．研究の方法 
本研究は絵巻をはじめとする古代・中世絵画の伝来、鑑賞歴の整理・検討という新たな研究

の方法を用いることで、今後の絵巻研究、さらには美術史研究に留まらない広く隣接諸学にも
資する研究資料や、新たな研究の視点を提示することを目指した。 
具体的には、まず、作品の伝来に関する諸々の情報を、諸資料（古記録・美術全集等書籍・

研究論文・図録等）より抽出することから始めた。ここで言う〈伝来〉情報とは、作品そのも
のの所蔵者の移動（変更）のみならず、鑑賞歴や売買歴、展覧会出陳歴等をも含んでいる。こ
れに並行して、諸資料から洩れる作品の調査を精力的に行い、研究の基礎資料を整えた。 
具体的には、以下の三点を中心に調査を進めた。 

①古代～近世を中心とした日記、古記録、古文書等における絵画関係記事の悉皆的収集 
②絵巻模本の調査 
③絵巻詞書のデータ化 
 
４．研究成果 
 上記の方法に則り、四年間の研究期間において、以下の研究成果を挙げることができた。 
①古代～近世を中心とした日記、古記録、古文書等における絵画関係記事の悉皆的収集 

本研究が主な対象とする古代中世絵巻の伝来、鑑賞情報を得るためには、日記、古記録等の
文献資料を博捜し、そこに記載された本文を整理する必要がある。抜き出しにあたっては、
絵巻のみならず仏画、肖像画、屏風等、絵画関係の記事をピックアップした。活字化され、
公刊されている日記、古記録、古文書等から、絵画に関連する記事を約 5,300 件抽出し、こ
れらの一部は、周辺記事とともにデータ化を完了した。 

②絵巻模本の調査 
絵巻模本の多くは近世に作られたが、その制作に際して、所蔵者や伝来等の情報が記されて
いる場合がままある。代表者の属する東京国立博物館には近世狩野派由来の絵巻模本が数多
く所蔵されている。本研究では、東京国立博物館所蔵絵巻模本の悉皆調査を目指し、目録の
整理、撮影、所蔵者や伝来、模写者等の情報を収集すべく、模本リストの整理を継続して行
った。模本そのものの調査は約 60件行なうことができた。 

③絵巻詞書のデータ化 
絵巻作品の文字情報には伝来などについて記すものもある。そこで公刊されている絵巻作品
の詞書及び伝来情報約 50件のデータ化を進めた。 

④展示による成果公開 
本研究の成果の一部は、下記の特集展示等により広く公開することができた。 

・特別展「仁和寺と御室派のみほとけ」東京国立博物館平成館特別展示室、2018 年 
・特集「室町時代のやまと絵―絵師と作品―」東京国立博物館本館特別 1・2室、2017 年 
・特別展「春日大社 千年の至宝」東京国立博物館平成館特別展示室、2017 年 
・特集「春日権現験記絵模本Ⅲ―写しの諸相―」東京国立博物館平成館企画展示室、2017 年 
・特集「歌仙絵」東京国立博物館本館特別 1・2室、2016 年 
・特別展「鳥獣戯画 京都高山寺の至宝」東京国立博物館平成館特別展示室、2015 年 
・特集「春日権現験記絵模本Ⅱ―神々の姿―」東京国立博物館特別 1室、2015 年 
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査読無、2017 年、pp. 17-24） 
⑦土屋貴裕「春日宮曼荼羅鑑賞の手引き―春日野を歩く」（特別展「春日大社 千年の至」展図
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①土屋貴裕『室町時代のやまと絵―絵師と作品―』東京国立博物館、2017 年、pp.1-72 
②土屋貴裕『歌仙絵』東京国立博物館、2016 年、pp.1-96 
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ホームページ等 
https://www.tnm.jp/ 
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